
 

 

 

特別ワーキンググループ（部会）の設置について（案） 

 

１ ワーキンググループの設置目的 

京都市高齢者施策推進協議会においては，京都市執行機関の附属機関の設置等に

関する条例第６条第１項の規定に基づき，ワーキンググループ（部会）を設置し，

多様な検討課題に対応している。 

 

 

 

 

２ 現在設置しているワーキンググループ 

   常任ワーキンググループ 

  ア 高齢者保健福祉計画ワーキンググループ [委員数：１１名]  

  イ 介護保険事業計画ワーキンググループ  [委員数：１１名] 

  ウ 地域包括ケア推進ワーキンググループ  [委員数：１２名] 

  特別ワーキンググループ 

介護保険施設等事業者選定ワーキンググループ [委員数：４名] 
 

３ 新たに設置するワーキンググルーブ【主な協議事項は別紙１参照】 

  新たに設置するワーキンググループについては，今回の介護保険制度改正により

創設される「新しい総合事業」及び新たに地域支援事業に位置付けられる「在宅医

療・介護連携」の取組・対応策等，特別の事項について議論するため，特別ワーキ

ンググループとして設置するもの。 

  新しい総合事業ワーキンググループ    [委員数：１０名] 

   平成２９年４月からの実施を予定している新しい総合事業における介護予防・

生活支援サービスの充実に向けた取組等について議論する。 

   在宅医療・介護連携ワーキンググループ  [委員数：１４名] 

新たに地域支援事業に位置付けられた在宅医療・介護連携の推進を図るため，今

後における在宅医療・介護連携の課題の対応策等について議論する。 
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【参考】条例第６条第１項 

附属機関は，特定又は専門の事項について調査し，又は審議させるため必要があ

ると認めるときは，部会を置くことができる。 
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麻 田 博 之 (一社)京都府理学療法士会理事 ○ ○ ○

荒 牧 敦 子 (公社)認知症の人と家族の会京都府支部代表 ○

伊 藤 哲 雄 (一社)京都府介護老人保健施設協会理事 ○ ○

岩 下 安 男 市民公募委員 ○

内 山 昭 成美大学学長 ○

太 田 八 十 一 京都市民生児童委員連盟副会長 ○ ○

大 八 木 文 枝 市民公募委員 ○

兼 田 伸 博 市民公募委員 ○

川 島 靖 雄 日本労働組合総連合会京都府連合会京都市地域協議会副議長 ○

北 川 靖 ● (一社)京都府医師会副会長 ☆ ☆

吉 良 厚 子 (公社)京都府介護支援専門員会事務局長 ○ ○ ○

源 野 勝 敏 京都市地域包括支援センター・在宅介護支援センター連絡協議会会長 ○ ○ ○

里 村 一 成 京都大学大学院医学研究科准教授 ○

清 水 紘 京都府慢性期医療協会会長 ○ ○

菅 原 啓 眞 (一社)京都市老人クラブ連合会副会長 ○ ○

関 弘 美 (公社)京都府柔道整復師会相談役 ○ ○

近 田 厚 子 (一社)京都府薬剤師会副会長 ○ ○

寺 田 玲 (福)京都市社会福祉協議会地域福祉推進室次長 ○ ○ ○

中 川 恵 美 子 京都市地域女性連合会副会長 ○ ○

中 川 す ま 子 (公社)京都府看護協会専務理事 ○ ○

中 野 圭 子 市民公募委員 ○

西 川 淑 子 龍谷大学社会学部教授 ○

西 田 敏 光 京都商工会議所総務部長 ○

羽 賀 進 (一社)京都市老人福祉施設協議会会長 ○ ○ ○

浜 岡 政 好 ◎佛教大学名誉教授 ☆ ☆ ☆

濱 田 孝 一 市民公募委員 ○

檜 谷 美 恵 子 京都府立大学生命環境科学研究科教授 ○

平 田 武 義 京都弁護士会弁護士 ○ ○

藤 井 秀 子 市民公募委員 ○

宮 本 保 幸 (一社)京都府歯科医師会理事 ○ ○

山 岡 景 一 郎 (学)平安女学院理事長・学院長・学長 ○

山 田 尋 志 (一社)京都地域密着型サービス事業所協議会会長 ○ ○ ○

吉 田 容 子 （一社）京都府訪問看護ステーション協議会会長 ○ ○

渡 邊 能 行 ●京都府立医科大学教授 ☆

上 原 春 男 （一社）京都府医師会監事 ○

土 江 田 雅 史 公認会計士 ○

※　（網掛け）は特別委員 11 11 12 10 14 4

京都市高齢者施策推進協議会委員名簿
（五十音順・敬称略，氏名の後の ◎ は会長， ● は会長職務代理者）

氏　　名 所属団体・役職など

ワーキンググループ（☆は部会長）

常任ＷＧ 特別ＷＧ

（平成２７年４月現在）
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